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メディエーションにおける感情とニーズ

濵　田　陽　子

一　はじめに

　人が感情を抱くことは自然なことであり，それは話合いにおいても同様である。対立関
係にある当事者は互いに否定的または不快な感情を抱いていることが多く，話合いにおい
てそうした感情が表現されることがある。メディエーションにおいて当事者が満足する解
決には実質的解決，解決手続の満足，気持ちの理解の３側面があるとされ（1），話合いにお
いて当事者から感情が表現されたときには，メディエーターは傾聴によりそれを受けとめ
理解するとともに，感情により汚染された表現を浄化して，当事者の真のメッセージを明
確化することが重要だとされる。メディエーターが当事者の話を正確に把握したとパラフ
レーズすることで，不必要な感情的な議論を避け，感情がエスカレートすることを防止で
きると説明される（2）。
　確かにこうしたメディエーターによる感情の理解の実演は，当事者の気持ちを落ち着か
せ，あるいは吸収して，平和的な手続の運営に有益であると考えられる。そこにおいて感
情は，どちらかといえば当事者の主張を不明瞭にするものであり，当事者の真の望みの明
確化を阻害するものとして，否定的に捉えられている（3）。そのため当事者による感情の噴

研究ノート

⑴　Christopher W. Moore, The Mediation Process 128-129 （4th ed. 2014），水野修次郎＝井上孝
代『ワークブック「対話」のためのコミュニケーション』（2017年，協同出版）47頁。

⑵　水野＝井上・前掲注⑴69頁以下。クリストファー・ムーア著（レビン小林久子訳・編）『調停
のプロセス』（2008年，日本加除出版）149頁，155頁も，調停人は当事者から激しい感情が表出し
たときには，それによる紛争の拡大や当事者間の関係の損傷を防ぐために，否定的感情の影響を
抑え，あるいは中和して，できれば当事者間に肯定的な感情が芽生えるように力を尽くすことが
重要であると述べる。レビン小林久子『調停者ハンドブック』（1998年，信山社）60頁以下も，調
停人が当事者の怒りを受けとめるクッションになるような気持ちで対応するとともに，当事者か
ら怒りが表出されたときには，言い換えによって当事者の話と気持ちを理解したことを示し，そ
の怒りを消化させるよう働きかけると述べる。フィッシャー＝ユーリー著（金山宣夫＝浅野和子
訳）『ハーバード流交渉術』（1990年，三笠書房）62-63頁，ロジャー・フィッシャー＝ウィリア
ム・ユーリー著（岩瀬大輔訳）『必ず「望む結果」を引き出せる！ハーバード流交渉術』（2011年，
三笠書房）49頁，67頁以下も，怒りや不満などの負の感情に対処する効果的な方法の一つはすべ
て吐き出してもらうことであり，互いの感情が高ぶっているときは話をきちんと聞いてもらえる
状況を作って「感情のガス抜き」をするとよいと述べる。

⑶　ロジャー・フィッシャー＝ダニエル・シャピロ著（印南一路訳）『新ハーバード流交渉術』
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出はいわば「ガス抜き」として受け入れられることはあっても，関係構築や解決を導く手
助けにはならないと考えられているように思われる。
　しかしながら，対話に感情が伴うことが不可避であるならば，話合いにおいて感情をよ
り積極的に活用する方法を模索することには一定の価値があるように思われる。もし感情
をより効果的に扱う方法があれば，それによって当事者の気持ちの満足度が向上し，手続
運営のための選択肢が増え，手続そのものの可能性も広がるのではないだろうか。こうし
た視点に基づき，本稿では，感情をより肯定的に捉え，メディエーションにおける紛争解
決に役立つ方法として，NVC（Nonviolent Communication，非暴力コミュニケーション）
の活用を提案する。

二　NVC（非暴力コミュニケーション）の概要

⑴　NVCの４つの要素
　NVC は，ウィスコンシン大学でカール・ロジャースに学んだアメリカの臨床心理博士 
マーシャル・ローゼンバーグによって考案され，国籍，宗教，性別，収入，教育などの違
いを超えて，相手との間に思いやりのあるつながりを築くことを意図して作られた対話方
法である（4）。現時点において65カ国以上の国で700名を越える数の公認トレーナーが活躍
しており，毎年数万人が NVC を学んでいると言われる（5）。
　NVC では，観察・感情・ニーズ・リクエストという４つの要素のみに焦点を当てて話す
ことが推奨される。観察では，自身の認知する事実を明らかにしてそれを具体的に述べる。
次に，観察で述べた事実を認知したときの自身の感情を表現する。感情の次はニーズであ
る。NVC においてニーズとは，あらゆる人にとって自分の命が続くために共通して必要と
されるものと説明される（6）。そして，人の感情の原因になっているのはこのニーズであり，
人の行動は誰かの感情を刺激することはあっても，その原因になることはないと考える（7）。
感情の背景にはニーズがあって，一般に人は，ニーズが満たされたときには嬉しい，楽し
い，愛おしい，解放された，やる気に満ちたといった快いまたはポジティブな感情を，満
たされていないときには恐ろしい，腹立たしい，悲しい，不安な，惨めなといった不快ま
たはネガティブな感情を抱きやすいとされている。感情の原因となったニーズが明らかに
なったら，最後はリクエストである。リクエストとは，自分のニーズを満たし，かつ相手
も思いやりから行動できるような具体的な行動を，選択肢の一つとして相手に提案するこ

	 （2006年，講談社）22頁以下は，ポジティブな感情は，交渉の実質的な関心利益を満たすことを容
易にし，人間関係を向上させるので，交渉に大いに役立つと述べる。

⑷　マーシャル・ローゼンバーグ著（安納献監訳）『NVC 人と人との関係に命を吹き込む法〔新
版〕』（2018年，日本経済新聞出版社）20頁。

⑸　The Center for Nonviolent Communication（https://www.cnvc.org/about）2024年１月25日閲覧
⑹　マーシャル・ローゼンバーグ（安納訳）・前掲注⑷283頁，マーシャル・ローゼンバーグ著（今

井麻希子ほか訳）『「わかりあえない」を越える』（2021年，英治出版）67頁。
⑺　マーシャル・ローゼンバーグ（安納訳）・前掲注⑷97頁。
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とである。自分も我慢しないが，相手も強要されたり傷つけられたりしないことを同時に
実現できるような手段の提案がリクエストである。

⑵　NVCにおける非暴力性の実現方法
　NVC では，その非暴力性を実現するために，対話の相手から攻撃的だと受け取られた
り，反感や反発を招く可能性があるものとして，評価，判断，分析，助言，批判，非難，
意見等の表明を徹底的に排除しようとする。人から一方的に決めつけられたり，否定され
るような局面では，人はどうしても自分を擁護したり，身を引こうとしたり，反撃したり
しがちだからである（8）。
　第一の要素である観察では，自分が認知する事実を述べるよう求められるが，その際に
評価，判断，分析，解釈等を一切交えないよう求められる。例えば「私があなたと廊下で
すれ違ったとき，あなたは私を無視して通り過ぎた」という言葉には，「あなたは私を無視
した」という相手の行為に関する評価，判断あるいは解釈が混ざっている。これを聞いた
相手は，自分は無視したわけではないと反発を感じるかもしれないし，自分の行動の意図
を勝手に決められたと反感を覚えるかもしれない。こうした反感や反発は対立や攻撃のき
っかけになりうる。これに対して「私があなたと廊下ですれ違ったとき，あなたは下を向
いて頭を上げないまま通り過ぎた」という言葉には，評価や判断等が入っていない。NVC
はこうした観察の方法を提案する（9）。
　第二の要素である感情の表現においても，同様に評価，判断等の表明を排除し，純粋な
感情のみを表現するよう促される。例えば，「あなたが私を無視したように感じた」という
表現は，「感じた」という言葉から一見すると感情の表明のように聞こえるが，実は，「私
は無視された」「あなたは私を無視した」という話し手の評価や判断が述べられている。こ
れが，「あなたに無視されたようで，がっかりした」あるいは「イラッとした」となると，

「がっかりした」「イラッとした」の部分に落胆や悲しみ，不快感や嫌悪感といった感情が
示される（10）。これが NVC で求められる純粋な感情の表現である。
　感情に関しては，表現以外にもう１つ，相手の攻撃的な反応を招きかねない点がある。
それは，多くの人が，自分の感情の原因は他人の行動にあると考えている点である。NVC
ではこの考え方も対立を促進する可能性があるとして排除されている。もし相手の行動が
自分の感情の原因になっているという前提に立つと，自分が誰かの行為に接したときに自

⑻　マーシャル・ローゼンバーグ（安納訳）・前掲注⑷21頁。
⑼　もし評価や考えを交える必要があるときには，「私があなたと廊下ですれ違ったとき，私はあな

たが私を無視したように感じた」というように，評価の主体を明らかにするよう推奨される。こ
うすることで，無視されたというのはあくまで話し手の考えであることが明示され，相手が本当
に無視したかどうかは未確定の状態に保たれるので，相手は自分の意図を勝手に決められたよう
な印象をもちにくくなり，自分がどういう意図であったかを伝えやすくなる。

⑽　さらに「廊下で会ったとき，あなたと言葉を交わしたいと思ったけど，それができなかったの
でがっかりした」となると，評価や解釈の要素がなくなり，話し手の純粋な希望と感情のみが示
される。
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分の中に例えば落胆の気持ちが生まれると，その人は相手に対して「廊下であなたと話し
たかったけど，あなたが黙って通り過ぎたので，がっかりした」「廊下であなたが私を無
視したのには，がっかりさせられた」などと言って，相手の行動や相手自身を非難できて
しまう。さらには，相手に罪悪感を持たせることで，自分の気持ちを慰謝するための相手
の自発的な行動を期待したりする。こうした非難や責任追及のようなニュアンスを受け 
取った相手は，どうしても自己防衛や反撃にエネルギーを注ごうとしてしまい，対立が進
む可能性がある。これは望ましいことではない。
　感情の原因が他人の行動にあるという考え方には，もう１つ難しい点がある。もし他人
の行動が人の感情の原因であるならば，同じ行動に対して誰もが同じ感情を抱くことが求
められそうであるが，実際はそうではないという点である。同じ行動でも人によって感じ
る感情は千差万別である。例えば廊下で相手と無言ですれ違ったことについて，話したか
ったのに話せなかったと落胆する人もいれば，そのとき喉が痛くて声を出したくなかった
ので助かったと安心する人や，相手の長話に付き合わされずにすんだと喜びを感じる人も
いる。同じ行動でも人によって感じる感情が異なるのであるならば，感情の原因はその人
の中にあると考えざるを得ない。この点に着目して，NVC では，人の感情の原因は自分の
中のニーズにあると捉える。
　NVC においてニーズとは，自分の命が続くために必要なものであり，国籍や宗教や文化
を越えてあらゆる人に普遍的なものと説明される（11）。各人がもつ様々な価値観のうち，特
定の人や物，場所，時間，行動，目的等を含まないところまで抽象化され，かつ全人類に
共通して存在するものがニーズである。そして具体的なニーズの例として，肉体の維持に
関する食べ物，水，健康，安全，休息など，関係性に関する愛，思いやり，理解，尊敬な
ど，表現に関する希望，自由，楽しみ，嘆きなどが紹介されている。確かにこうしたもの
は，どのような身体的，文化的な特徴をもった人であっても，生きていく上で大切だと思
えるものである。NVC では，こうしたニーズのうち，その時その人にとって大切な１つま
たは複数のニーズが満たされたり，満たされなかったりしていることが，感情の原因であ
ると考える。このように，感情の原因は他人ではなく本人の中のニーズにあるのだと位置
づけることにより，他人の感情表現に対して防御的にも攻撃的にもなりにくくなると考え
られている。

三　NVCメディエーションの概要

⑴　NVCにおける紛争とニーズ
　人の感情の原因はニーズにあるということは，人が他者に対して抱く思いやりの気持ち
の原因もニーズにあることになる（12）。人は誰かの窮状を目にしたとき，その人を助けたい

⑾　マーシャル・ローゼンバーグ（今井ほか訳）・前掲注⑹67頁脚注。
⑿　ローゼンバーグは，人は誰かのニーズが見えたときには，そのニーズを満たすために自分にで
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とか，そうした状況を解消したいと望み，何かしらの行動を起こすことがある。たとえば
経済的な理由で高校へ進学できないという中学生の姿を見て，その中学生を支援するため
に募金したりする。こうした行為は，必ずしも義務の履行や報酬を目当てになされている
ものではなく，行為者の思いやりの気持ちが動機になっていると考えられる。ではその思
いやりの気持ちはどこから生じているかというと，NVC では，相手のニーズに共鳴したこ
とによって生じると捉える。先の募金の例では，学びは自分にとって大切なニーズである
ところ，そのニーズが満たされなくて中学生が苦しんでいるのであれば，その学びのニー
ズが満たされるようなことをしたいと望んで，募金という行為を選択したと説明する。そ
して，NVC におけるニーズはすべての人に共通するものであるから，どのような人であっ
ても他人のニーズに共鳴することができ，共鳴から生じた思いやりの気持ちをもって，相
手のニーズを満たせるような行動を起こすことができる。このことは対立関係にある人間
同士の間でも同じであるとして，NVC では，ニーズのレベルでのつながりを土台とするメ
ディエーションを提唱する。
　NVC で紛争とは，対立する当事者間の関係において当事者の双方または一方のニーズが
満たされておらず，それが当事者間の関係性に影響を及ぼしている状態だと考える。一般
に人は対立している相手の状況や気持ちに目が向かないため，人間として共鳴できるはず
のニーズに気づきにくい（13）。ほとんどの場合において相手に対する思いやりの気持ちや，
相手に何かしてあげようという気持ちは失われており，場合によっては，自分のニーズが
満たされない苦しみから相手を責めたり，相手に何かの行動を求めるばかりになっている
ことがある。
　しかし，こうした対立状態にある当事者間において，両当事者が互いのニーズに気づけ
るようになれば，相手に対する思いやりの気持ちや，自分にできる範囲で相手に対して何
かしてあげようという気持ちが復活しやすい。なぜなら，相手の辛い気持ちの原因は自分
の方にあるわけではないことが明らかになるとともに，相手との間にニーズの共鳴を通し
て自然な共感が生まれるからである。そこで NVC メディエーションでは，両当事者の中
で満たされていないニーズを明らかにして関係性の修復を行い，互いのニーズを満たせる
ような手段を模索することで紛争の解決を試みる。そのため NVC メディエーションでは，
上記４要素のうちとくにニーズが中心的役割を果たし，ニーズにたどり着くための感情が
必然的に重要になる。

	 きることがあるかもしれないという希望や喜びを感じたり，相手に何か与えようとする思いやり
に満ちた行動をとることができると述べる。マーシャル・ローゼンバーグ（今井ほか訳）・前掲注
⑹69頁。

⒀　原因として，人は脳のうち情動に関する原始的な部分が選別した情報しか認識できず，さらに
認知バイヤスによって無意識のうちに情報の選別化がなされることが挙げられている。John 
Ford, Peace At Work: The HR Managerʼs Guide To Workplace Mediation 29-31 （2014）.
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⑵　NVCメディエーションの基本的な構造
　NVC メディエーションの基本的な構造は次の通りである（14）。

１．�メディエーターは当事者 A の話を聴き，感情を理解し，その奥にあるニーズを明
確化する。

２．当事者 A のニーズを他方当事者 B に伝え，伝わったことを確認する。
３．当事者 B の話を聴き，感情を理解し，その奥にあるニーズを明確化する
４．�当事者 B のニーズを当事者 A に伝え，伝わったことを確認する。
（互いのニーズが十分に表明されるまで，１～４のやり取りを繰り返す。）
５．�両当事者に対して互いのニーズを満たすために何ができるか尋ね，解決手段を見

つける。
　当事者の話の中では紛争の発端や経緯といった過去の事実が語られるが，その話を聴い
てメディエーターが注目するのは，話をしている今の当事者の感情とニーズである。出来
事があった過去の感情やニーズではない。なぜなら，対立があるのは今であるところ，今
対立があるのは今の当事者の中に満たされていないニーズがあるからであり，今の満たさ
れていないニーズに寄り添うには今の感情が重要だからである（15）。
　当事者の状況によっては，話合いの対象となっている紛争に関するニーズの明確化に時
間がかかることもある。なぜなら当事者は，これが自分のニーズなのだろうか，いや違う
ような気がするというように，何段階かの内省のプロセスを経て，自分自身の心になじむ
真のニーズにたどり着くと考えられるからである（16）。ニーズに関して特定の人や物や行動
を伴う表現が当事者から出てきた場合にも，当該当事者はまだ自身の真のニーズにたどり
着いていないと考えられる。なぜなら NVC のニーズは，特定の人，物，行動，場所，時
間，目的等を伴わない極めて抽象化された価値だからである。メディエーターは，両当事
者がそれぞれ真のニーズにたどり着けるまで，ひたすらニーズの推測と相手方への伝達を
繰り返す。
　このプロセスを繰り返し，両当事者が今この状況でどのようなニーズを満たしたいのか
が明らかになったら，互いのニーズが同時に満たされるような手段を模索するフェーズへ
と移行する。このとき，当事者または当事者間の緊張は，話合いを始めたときよりも緩ん
でいることが多い。なぜなら，ニーズを中心とした互いの理解が深まることで，相手に対
する思いやりの気持ちや自然な共感が生まれているからである。そして，互いのニーズを
満たせるような具体的で実行可能な手段が見つかったら，それが紛争解決のための合意内

⒁　マーシャル・ローゼンバーグ（安納訳）・前掲注⑷281-282頁，John Kinyon ＆ Ike Lasater, 
Mediate Your Life Training Manual 35 （5th ed. 2014）.

⒂　事実に関する情報の誤解等がトラブルの中心的な要因になっており，当事者間に感情的な対立
がないような場合には，NVC メディエーションとして始められた手続であってもまずは誤解を解
消することを試みる。

⒃　Oren J. Sofer, Say What You Mean: A Mindful Approach To Nonviolent Communication 
119 （Kindle 2018）.
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容になる（17）。

四　感情とニーズの活用

　こうした感情に着目した NVC メディエーションのあり方は，一見するとこれまで一般
的に紹介されてきたいわゆる交渉促進型メディエーションのあり方と整合しないように見
えるかもしれないが，必ずしもそうではない。むしろ，これまで一般的には周縁化されて
いた感情を歓迎し，話合いの中で積極的に活用する可能性を示してくれるものではないだ
ろうか（18）。もし NVC の感情とニーズの取扱いに関する手法をメディエーションに上手に
取り入れ，手続内での感情的要素の割合を高めることができれば，当事者の手続における
気持ちの満足度を上げ，解決の幅を広げることができると考えられる。

⑴　気持ちの満足度への貢献
　NVC メディエーションの特徴は，当事者の純粋な感情を起点として，その原因となって
いるニーズを明確化するためのリフレーミングを繰り返す点にある（19）。NVC では，感情
が相手方との対話回復や相互理解の促進のきっかけであり，協働的解決への途の出発点と
して位置づけられている。当事者の真の望みを模索するために感情が直接用いられており，
当事者のネガティブな感情こそ，解決を導く満たされないニーズの明確化に役立つものと
して歓迎される。そこでは，当事者のポジションや考え方のみならず，感情もまた当事者
の真の望みの明確化，そして問題の解決に役立つものであることが示されている。
　手続において感情が歓迎されるので，当事者にとっては，感情を表現して良いのか悩ん
だり，あるいは理性的な当事者であろうとして自身の感情的要素を抑制したり，否定した
りして，葛藤を抱え込む必要もなくなる。理性的な対話が苦手な当事者にとっては，話合
いに臨むハードルが大きく下がり，手続に対して前向きになりやすくなると考えられる。
また，感情的要素が強い紛争の場合には，無理に感情以外の主張や考え方に焦点を絞るよ
りも，感情表現を歓迎し，それを解決へ役立てた方が，当事者の肉体的・精神的負担が少

⒄　NVC は万能ではなく，互いのニーズを満たす手段がどうしても見つからない場合がある。Id. 
at 134-135.

⒅　ロジャー・フィッシャー＝ダニエル・シャピロ（印南訳）・前掲注⑶35頁以下は，強力な感情
を引き起こす原因には，空腹や睡眠不足のような身体的苦痛のほか，他者との関係性と関わりの
ある５つの核心的な欲求（価値理解，つながり，自立性，ステータス，役割）があり，人はこの
核心的欲求が満たされているとポジティブな感情を，満たされていないとネガティブな感情を感
じるとする。そして，交渉の場面では，核心的欲求の問題を解決することで，相手や自分のネガ
ティブな感情をポジティブな感情に転換させ，あるいはネガティブな感情を予防して，協働的で
創造的な交渉を実現することができるとする。ここで前提とされているのは交渉の場面でありメ
ディエーションの場面ではないが，感情の原因はその人の中の基本的な欲求にあり，これを満た
す手段を講じることで協働的な関係を構築できるとする点では，NVC の考え方と共通する。

⒆　当事者が観察した事実を明らかにしたり，強い表現を緩和するためにサマライジングやパラフ
レージングを用いる点では，NVC メディエーションは既存のメディエーションと同様である。
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なく，手続内での対話が自然なものに感じられると思われる。
　当事者が自身のニーズにたどり着くということは，自身の感情の原因が明らかになるこ
とである。したがって手続において当事者に自身のニーズを模索するよう促すことは，当
事者の自己理解を促進する効果があると考えられる。しかも，感情の原因であるニーズは
人間であれば誰しも共通して持っている価値ないし欲求であるので，当事者は自身が感じ
ている不快さの原因を受け入れやすいと考えられる。感情の原因が明らかになると，多く
の場合において当事者の感情的な情動が解消され，落ち着きを取り戻して楽になることが
期待される（20）。また，感情の原因が相手方の行為ではなく自分の中のニーズにあることが
明らかになると，相手に対する批判や非難の気持ちも落ち着いて，相手の話を聞く余裕が
生まれたり，解決のための柔軟な選択肢を考えやすくなることが期待される。そうしてニ
ーズを通した対話の回復や相互理解の深化，解決手段の発見に至ることができれば，当事
者は，自分の感情が相手方との関係改善や紛争解決に役立ったことを実感できる。こうし
たことはすべて，解決満足の３側面における気持ちの満足度の上昇に貢献すると考えられる。

⑵　NVCの汎用性と親和性
　NVC が感情とニーズを中心的要素として取り扱うことから，もしかしたら既存のコミュ
ニケーションや従来のいわゆる交渉促進型メディエーションの手法とは相容れないように
見えるかもしれない。しかしながら NVC は極めて汎用性の高い対話方法であり，メディ
エーションとも親和的であると考えられる。
　NVC が対話において焦点を当てる観察（自分が見聞きした事実）・感情・ニーズ（感情
の原因）・リクエスト（自分のニーズを満たすための協力のお願い）という４つの要素は，
あらゆる人に共通して存在する要素である。したがって，国籍，文化，宗教，性別，年齢，
社会的役割その他の違いに囚われることなく，人と人が対話するあらゆる場面で活用でき
るという高度な汎用性を有している。
　また NVC メディエーションでは，メディエーターは中立的な第三者として当事者間の
対話を仲介し，当事者双方のニーズを満たす手段を見つけることで紛争解決を試みる。こ
のような NVC メディエーションの進め方は，当事者の対話を仲介することで協働的解決
を志す交渉促進型メディエーションと共通する。したがって，交渉促進型メディエーショ
ンと NVC メディエーションは決して排他的ではなく，むしろ親和性を有していると考え
られる。

⑶　解決の幅の拡充
　NVC の感情とニーズを介した対話回復，相互理解の深化の試みは，メディエーションに
おける解決の幅も広げてくれると考えられる。メディエーションで協働的解決に至るため

⒇　ロジャー・フィッシャー＝ダニエル・シャピロ（印南訳）・前掲注⑶214頁，216頁は，強いネ
ガティブな感情を落ち着かせる方法として，感情の源となっている核心的欲求の重要性を認める
ことを提案する。



55

岡　法（73―４）

九
四

388

には，一般にイシュー・ポジション・インタレストによる事案分析を行い，双方のインタ
レストを満たす解決策を模索する（21）。このインタレストの他にニーズが明らかになること
で，解決に向けたより多くの選択肢が出てくることがある。
　例えば姉と妹が１個のオレンジを取り合っているケースで，姉のインタレストがママレー
ドを作ること，妹のインタレストがジュースを作ることであること以外に，姉は友達にお
菓子を作ってくる約束をしていて，姉のニーズとして責任や誠実さがあることが分かり，
他方で妹はお腹が空いていて，元気回復や健やかさのニーズがあったとする。そうすると，
姉がそのオレンジを使ってケーキを作り，その一部を妹に分け与えるといった別の解決方
法が選択肢として考えられる。
　また，インタレストのレベルで双方が衝突する場合の対応策としても，ニーズを活用で
きる。オレンジのケースで，姉のインタレストがオレンジゼリーを作ること，妹のニーズ
がジュースを作ることだったとしたら，姉も妹もオレンジの実を必要とする点で排他的な
対立が生じる。しかし，上記のようにそれぞれのニーズが明らかになると，解決に向けた
選択肢が見えてくる。インタレストが文化や宗教等を背景にしており，互いのインタレス
トを尊重しにくい場合にも，ニーズによるアプローチが有益だと考えられる。たとえば宗
教上の対立で互いに敵視し合っている２つのグループがいるとき，互いの宗教的教義を尊
重し合うというのは，もしかしたら難しいかもしれない。しかし，隣接した地域に居住す
る人同士，安全な生活をしたいとか，平等に取り扱ってほしいというニーズが明らかにな
ると，互いのニーズを満たすための敵対しない手段が見つかりやすくなるだろう。

五　おわりに

　本稿では，メディエーションにおける感情の積極的な活用という観点から，感情とニー
ズを手がかりに当事者間の関係改善と協働的解決の途を模索する NVC の活用を提唱した。 
NVC は，手続における当事者の気持ちの満足と解決策の拡充に有益であり，かつその構造
がシンプルで汎用性が高いものである。さらに，もし NVC の言うようにニーズという相
手の人間性が見える形で当事者間の関係改善が可能であるとすれば，これを活用すること
で，手続内だけでなく，手続の終了後も，当事者間の良好な関係性の形成・維持に貢献で
きるのではないかと期待される。
　仮に既存の交渉促進型メディエーションに NVC を取り入れるとすると，いわゆる IPI
におけるインタレストと NVC におけるニーズとの関係が問題になりうる。両者を区別す
る一つの基準として，ニーズは全人類に普遍性を有する価値や欲求であり，特定の主体や
客体，行為，時間等をその中に含まないが，インタレストはこうした普遍性や抽象性が緩
和されて，例えば文化や宗教等を背景にした内容や，特定の人や物や行動を伴う内容のも

㉑　なお，レビン小林久子・前掲注⑵78頁，108頁以下では，イシュー・ポジション・ニーズとい
う表現が用いられている。
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のだという整理が考えられる（22）。この点については引き続き検証が必要である。
　なお，本稿は，メディエーションにおいて必ず NVC を用いるべきだと主張するもので
はない。あくまで手続において感情をより効果的に取り扱う方法はないだろうかという疑
問に基づき，メディエーターが使えそうな手段の一つとして NVC を取り上げたものであ
る。この観点からは，NVC 以外にも同じ目的を実現できる方法がないか更に模索していく
必要がある。

［付記］
　　本研究は，2023年９月17日に開催されたピアメディエーション学会第７回大会で報告した内容

に，加筆修正を加えたものです。学会の席で質問をくださったみなさま，ならびに準備段階でご
教示を賜りましたみなさまに心よりにお礼を申し上げます。

　　本研究は，JSPS 科研費21K18412の助成を受けたものです。

㉒　インタレストは一般にニーズを満たすために当事者が好む方法であり，ニーズに関連する紛争
もあるものの，日常における問題や交渉の多くはインタレストを満たすことに集中しがちである
という指摘がある。Christopher W. Moore ＆ Peter J. Woodrow, Handbook Of Global And 
Multicultural Negotiaion 34-35 （2010）.




